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1.トラウマとPTSD

なぜトラウマ(心的外傷)を考える必要があるのか。単なる流行語としての扱いを超えて、なぜトラウマに注目しなくてはいけな

いのか。まず、暴力(戦争・紛争・虐待など)がもたらす心の傷の深さがある。けれどもその傷は目には見えない。また、実際にふ

るわれる物理的暴力だけではなく、脅威・脅迫・象徴的暴力の重みも大きいが、そうし、った暴力は目には見えない。さらに、心の

傷がさらなる暴力、そしてさらなる心の傷をもたらす可能性も大きいが、その連鎖も目に見えない。トラウマを考えるとし、うことは、

見えない暴力、見えない傷、見えない連鎖を可視化し、予防や被害者の回復支援を考えることにつながる(1)。

ここで、トラウマとは何かを簡単に述べておく。私の理解では、トラウマとは心が耐えられる以上の衝撃で、あり、なかば不可逆的

で、あって、言葉にならなしもの、逃げたくても逃げられないものである。たんにがっかりするとか、プライド‘が傷つくとかのレベルで

はないし、「あのことがトラウマになっちゃってJと言葉にできるくらいならトラウマで、は(もう)ない。が、どこまでがトラウマではなく、

どこからがトラウマかとし、う線引きは困難である。

トラウマに関連してよく議論されるのがrpTSD(心的外傷後ストレス障害)Jである。私は、PTSDをクーンのいうパラダ‘イム、もしく

は操作的概念として理解すべきだと考えている。プロトタイプとして役立つが、そこから何が洩れてしまうのカも見ることが重要で

ある。

PTSDの特徴を幾っか述べる。

まずPTSDは、「外傷的事件jへの遭遇と、「トラウマ反応とされる症状群」がその後存在することによって診断される。そこでは

1対1の因果関係が想定されている。しかし人生とは複雑なものであり、たいていの物事は多要因が関連し合って起こるO原因と

結果が相互作用したり、悪循環をおこすこともある。砂山の棒が倒れるときの最後のひとすくし、は原因なのかきっかけなのか。 A

がB'こ暴言をふるし恒がAIこ殴りかかったとき、それは長い葛藤のごく一場面に過ぎなくはないのか。多様な解釈が成り立つ中、

PTSDはあえてそこを割り切ろうとする。

つぎに「外傷的事件Jの定義である。現在国際的に使われている米国精神医学会の診断基準DSM-[V(2)に従えば、生命や身

体の保全に関わる危機への直面とし、う「客観的基準」と、恐怖・無力感・戦懐を感じたという「主観的基準jの双方を満たすと「外

傷的事件」とされる。実際にふるわれる暴力の痛みや傷害より、脅威・脅迫による恐怖に重点があることに注目されたい。

「トラウマ反応とされる症状群Jは大きく3つに分けられる。再体験(フラッ、ンュパック、悪夢等、症状によって被害を受け続けてい

る状態)、回避・麻樺(思い出すきっかけになるものを避ける、感情をなくす等)、過覚醒(安全な場所でも、緊張、警戒、恐怖反応

が続いて、交感神経が昂進、安心やくつろぎ、の喪失)である。

注意すべきなのが、 PTSDだ、けがトラウマ反応で、はないとし、うことである。うつ、不安、パニック、強迫などの症状や身体疾患も

トラウマ反応としておきやすいcまた、感情麻簿、解離、自己破壊的行動(噌癖、摂食障害、自傷等)など誤解をもたらしやすい症

状もしばしばおきる。特に成長期の卜ラウマや長期にわたるトラウマは、愛着の形成や自己肯定、感情の自己調整、信頼・希望と

し、った生きる基本を崩すことが明らかになっている。これらについては「複雑'性PTSDJr発達性トラウマ障害」としりた疾患概念

が提唱されつつある(3)。

2.社会・心理・身体の接点としてのトラウマ

私が特に関心をもっているのは、「性暴力はなぜトラウマティックか?Jとし、うことである。これは私の臨床がd性暴力やドメスティ

ック・バイオレンスの被害者を主に対象にするからで、あるが、理論的にも非常に重要だと考えている。それは、セク、ンュアリティが

深く生物学的でありつつ、深く文化的でもあるからであり、また性lま道徳、や宗教と密接に結びついているからでもある。恐怖反応

を中心に据えたPTSDパラダイムによるトラウマ理解は不可欠であるが、それだけではすまない複雑さが性暴力にはある。例え

ばインセスト(近親姦)においては、意味図式やカテゴリーの混乱が引き起こされ、被害者は認知の錯誤や意味のとりちがえを余

儀なくされる。意味図式やカテゴリーとは、遠・近、安全・危険、快・不快、 j青・汚、善・悪、慈愛・搾取、表・裏、公・私とし、った生き
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るための方向付けに不可欠な二分法であり、二分法問の関係である。近しものは安全である、不快であれば遠ざかるといった生

物学的なサパイパル・プロクーラムがそこには含まれる。また性愛、恋愛、親愛、友愛をそれぞれ区別するとし句、社会的に摩擦を

起こさずに生きてし、くためのルールも含まれる。インセスト被害者はこれらが混線させられ、人間関係にトラブ、ルを起こしやすい。

また、セクシュアリティは自己と他との境界領域にあるため、性暴力は自/他とし、う根本的な境界線をも侵す。そして、解離症状

(もしくは自己状態群の離散状態)や、自己アイデ、ンティティや記憶の障害を被害者にもたらす。これに関連して最近私が注目し

ているのが触覚の重要性と、外匹葉由来である皮膚とし、う器官である。このほか、ニューパーグ、のし、うように宗教的確信や信念が

セクシュアリティを司る脳回路を用いているとしたら、性と聖がなぜ人間の長い歴史の中でしばしば捻れた形で結びつけられてき

たかとし、う問いに示唆を与えるように思う(4)。生物学還元主義的な理解では終わりたくないが。

性暴力の理解においてジェンダーの観点はもちろん不可欠で、ある。男女とし、う区別は生きてして上で基本的なカテゴリーとな

っており、人間は男か女のどちらかに身体化されハビ、トゥスを形成してして。男女とし、う区別は象徴的な意味合いでも用いられ、

文化の中で再生産されてして。男らしさは攻撃'性と結びつけられ、男性被害者は恐怖を否認せざるをえないし(5，6，7)、女らしさは

受動d性や被害者性と結びつけられ、女性被害者は怒りを表出することや闘うことを抑制せざるをえないことが多い。ジェンダーや

セクシュアリティは、傷つきの中で再生産されてし、くのである(8，9)。

3.地球社会とトラウマ

私は精神科臨床の他、社会科学の研究教育にも携わっており、トラウマ概念の持つ政治'性や平和への可能性についても考え

ている。例えば、 9.11やイラク戦争などをめく守るメデ、イア表象のあり方によってし、かなる感情操作がおこなわれているのか、どのよ

うな集合的記憶や歴史認識がそこから形成されてしものか、としりた問いである。暴力や加害はなぜ可能になるのか、とL、う問い

も重要である。客観的には「加害者」とみなされる人や集団で‘あっても、それぞれ正当化の論理を持っており、自分が加害者だと

思ってしも者は少ない。「強し、軍隊」では、思想教育、命令と実行の分離、訓練による恩n化、集団化、制服や勲章などを用いた

所属感やアイデ、ンティティの付与・強化など、兵士がなるべく個人的にトラウマを負わずにすむような装置が施されている(10)。ま

たシステム化された分業社会においては責任が断片化され、自分の職務に忠実である人ほど構造的暴力を行使してしまう危うさ

も抱えている。紛争後の真実究明や和解プロセスが注目されているが、真撃な謝罪や補償は容易ではない。人間は本当に自分

のふるった暴力や「取り返しのつかなしリ罪を直視しながら生き続けられるのか、歪曲や否認や解離の機制を抜きに精神はサパ

イパルで、きるのカミと私は考えてしまう。

トラウマは生きてし、く上で全く無くすことはできなし、ものであり、暴力の連鎖やトラウマの再生産と共に人間は「進化Jしてきたと

も言える。無くてすむトラウマは減らしていけるような社会や文化で、あってほしいが、同時にトラウマを「耕すJことのできるような社

会や文化にしていくことも重要である。それはグ、ローパル資本主義の弱肉強食文化の対極にあり、人間の弱さを認識し、謙虚さ、

優しさ、歓待、共有を重視する文化である。また自文化中心主義や二項対立的思想、から解放され、多様性や寛容を重視する文

化である。アイデ、ンティティの複合性や多層的帰属、文化や言語の混滑性を尊重するクレオールの思想、人間中心主義から解

放され、人間以外の生命や自然、宇'由'への畏敬の念をもっアニミズ、ムの思想、事実を受け入れ、自分を越えた大きしものに身を

委ね、魂の癒しを重視するシャーマニズ‘ムやスピリチュアリティの世界観もここにつらなる。沖縄、アメリカ先住民、アボリジニなど

が育んできたこうし、った文化は、力の論理からの「つけこまれやすさJも抱えているが、だからこそその価値観を守り育ててして必

要がある。
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